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【奈良県の接種状況】

医療従事者等（約５万２千人）
・患者を受け入れている病院（３月８日から順次接種開始）
・その他の医療機関（４月１６日から順次接種開始）

３ 月 ４ 月 ５ 月 ～

高 齢 者（約４１万２千人）
（4月１２日から順次接種開始）

【１回目の接種実績】
（４月２６日現在（V-SYSデータ））
医療従事者 １９，９０５人
高齢者等 ２，１５０人

【国のワクチン供給予定】
①医療従事者分
５月中に必要なワクチン量を供給
②高齢者分
６月末までに必要なワクチン量を供給（4月9日河野大臣）
７月末までに２回接種を終えるよう取り組む（4月23日菅首相）
③その他の１６歳以上の方
９月までに確保できる見通し（4月17日管首相）
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●特設会場で接種を計画している市町村で、医師や看護師が不足して
いると考える会場が少なからず存在します。
●今後、一般の方々の接種に向け、不足感が増すことが懸念されます。

会場数
医 師 数 看護師数

充足感 会場数 割 合 会場数 割 合

特設会場
で接種

６８

不 足 ９ １３％ ７ １１％

検討中 ４２ ６２％ ３９ ５７％

※予防接種計画策定状況調査・奈良県分(4/7時点）による

●接種を早期に終了するには、医療従事者の確保が必要です。
●アメリカやイギリス等では、薬剤師もワクチンの接種が可能です。

国に薬剤師も接種できるよう制度改正を求めています。
全国知事会の国への要望にも取り入れられています。

【特設会場における医師・看護師の充足感】
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接種後の副反応に関する相談体制を構築

奈良県新型コロナワクチン副反応コールセンター

ＴＥＬ ０１２０－９１９－００３
ＦＡＸ ０７４２－３６－６１０５
メール nara-vaccine@bsec.jp

土日・祝日も含め
２４時間対応

副反応に関する受診体制を整備

○ 副反応による受診を希望する県民への対応として、

協力医療機関を確保。（4月26日現在 54病院・323診療所）

○ 協力医療機関で対応が難しい場合は、専門医療機関

で対応
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